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・離れて場所にいても、相手を意識し話し合いや交流に取り組むことができた。
・画面共有を使用することで、校内にいる生徒と同じように制作や作業ができた。
・体験的な学習における、オンライン授業の活用方法について検討したい。

取組の内容・授業の様子

①授業名　　「ZOOMでのオンライン授業」
②授業内容　・オンラインアプリZOOMを使用し、タブレット端末を通して参加者が校内にいる生徒と同じ授業や作業を行う。
③事前準備　・（参加者側）・ZOOMアプリの取得、接続方法の確認
　　　　　　　　　　　　　　　　・教材等の受け取り
　　　　　　　   ・（主担者側）･参加者との接続確認（テスト配信）
　　　　　　　　　　　　　　　　・FAXや郵送での教材配付
④使用物品　・（主担者）ホワイトボード、電子黒板、三脚、タブレット端末　　（参加者）タブレット端末
⑤工夫点　   ・事前に板書を撮影し、タブレット端末に入れておく。見えにくい場合には画面共有を行う。
　　　　　　　   ・音声や見え方については言葉かけを行い、随時確認しながら進めていく。
　　　　　　　　 ・作業等の学習では、手順を動画として共有し振り返ることができるようにする。
　　　　　　　 　・校内にいる生徒とオンライン参加している生徒が互いの様子が分かるようにカメラの向きや端末の位置を状況に応じて変更させ、
　　　　　　　　　話し合いや交流を図る。
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